


































































































について書いてあった。最初は、 「坊っちゃん J という小説での人物は、 この小
説を通じてそういう問題を解決できなかった。教師として坊ちゃんは、ある日学
校で宿直の順番があったけれど、やりたくなかったので、校長と議論した。それ
で、坊っちゃんは個人主義的な行為を表したととになる。また、 「こころ J でも
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